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共同研究

炭素繊維強化プラスチックの穴あけ加工

－バリ抑制に関する一考察－

田村 昌一* 松村 隆**

Drilling in carbon-fiber-reinforced plastics

─A study of the burr reduction─

Shoichi TAMURA, Takashi MATSUMURA

積層構造の炭素繊維強化熱可塑性樹脂複合材料はドリル加工すると出入口にバリが生じやすい。そこで本研究で

はバリを抑制するために，バリの大きさを工具ねじれ角と工具送り速度を変えて評価した。その結果バリは工具リ

ップ部における単位長さ当たりのスラストと関係があることが分かった。ねじれ角の異なる工具に対しそれぞれ最

適な送り速度の設定を行うとバリを抑制することができることがわかった。

Key words: 切削，ドリル，炭素繊維，熱可塑性

１ は じ め に

近年，航空機分野や自動車分野では，二酸化炭素排出量の

削減や原油価格の高騰に対応するため，燃費の向上が重要

な要素となっている。燃費の向上には，機体や車体の軽量化

が必須事項であり，軽量かつ高強度な炭素繊維と樹脂の複合

材料である炭素繊維強化プラスチック（Carbon Fiber 

Reinforced Plastics 以下 CFRP）に注目が集まっている(1)。

CFRP は比重が小さいながらも，高強度かつ高剛性であるた

め，アルミやチタン，ハイテン材等の代替品として研究開

発が進められている。しかしながら，航空機分野での需要は

伸びているが自動車分野はまだ低い。その理由は材料置換に

よる性能向上に係る材料や加工のコストとの費用対効果に

ある。その一例として，CFRP 部品は成形後にボルト締結部

の穴加工を行う。特に自動車分野で量産車両への CFRP 適用

を進めるためには，多数の穴加工を短時間，低コストで加工

することが必須となる。しかし CFRP 穴加工は加工面に層間

剥離やバリが生じやすく，高速，低コスト加工が現状では困

難である。特に CFRP の中でも今後リサイクル性の良さや保

存環境に制限が少ない熱可塑性樹脂と炭素繊維の複合材料

（Carbon Fiber Reinforced Thermoplastics 以下 CFRTP）の注

目は高まっている。昨年度，CFRTP の基本的なドリル切削

特性調査し，図１に示すように熱硬化性複合材料の CFRP と

同様にバリの発生が起きることが分かった。しかし未だ穴あ

け加工事例が少なく最適な加工方法の確立に至っていない。

以上の背景を踏まえ，本研究では CFRTP のドリル穴あけ

を対象に，工具形状と切削条件の側面から切削特性を実験的

手法により調べ，バリを抑制する方法について検討したので

報告する。

２ 研 究 の 方 法

図１に示す CFRTP を被削材とし，穴あけ加工を行った。

工具形状が切削特性に及ぼす影響を調べるために，図２に

示す 3 種類のねじれ角の異なる超硬ドリルにより切削加

工を行った。また工具送り速度が切削特性に及ぼす影響を

調べるために，切削条件は切削速度 50m/min，送り速度を

工具一回転あたり0.05mmから0.3mmの間で切削加工を行

った。切削現状を把握するため，圧電式切削動力計（9123C 

KISTLER）を用いてスラストを測定した。

図１ CFRTP 

Fiber volume rate, 54%; Resin, Polyamide6; 

Thikness, 4.3mm(96layers). 

* 栃木県産業技術センター 機械電子技術部

** 東京電機大学 工学部






































































































































